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　楠河地区は西条市の西端に位置し、世田山や古代山

城「永納山」と干潟の広がる河原津海岸に囲まれた自

然豊かな地域です。この河原津海岸は、愛媛県内でも

数少ない自然のままの干潟であり、天然記念物のカブ

トガニの生息地としても有名です。

　楠河小学校では、５年前か

らカブトガニの飼育活動を行

っています。５年生になると

１年間、カブトガニを世話す

る当番活動が始まり、次年度

の７月には、河原津海岸での

放流活動へ６年生が参加しています。昨年５月にはテ

レビ愛媛「ふるさと絶賛バラエティ　いーよ！」の取

材を受け、子どもたちがカブトガニを飼育している様

子が放映されました。

　他の学年も学校でカブトガニを飼育していることを

知っていて、校舎１階廊下に設置されている観察台を

下からのぞくと、餌を食べる様子や動き方などを観察

できます。飼育活動を通して、自他の生命を大切にす

る心が育ってきています。

　今後も、子どもたちのカ

ブトガニに対する興味・関

心を増大させるとともに、

カブトガニの普及に努めて

いきたいと思います。

　丹原保育所では、昨年度から丹原高等学校園芸科の

生徒の皆さんに野菜作りを教わっています。畑作りか

ら苗の植え付け、お世話、収穫、そしてできた野菜で

一緒にカレーを作り、

大変おいしくいただき

ました。

　今年度も、４月初め

に年長児と高校生の対

面式を行い、その後、

一緒に畑を耕したり苗

を買いに行ったり、高

校生が作った大きくて真っ赤ないちごを採って食べた

りしました。初めは照れくさくても、慣れてくると一

緒に作業するのがうれしい子どもたち。高校生のお兄

さんお姉さんもとてもかわいがってくれて、交流しな

がら何かを感じてくれているのではないでしょうか。

　野菜作りを通して一緒に過ご

すことでお互いに何かをもたら

し、それが栄養となって心の畑

が耕され、芽が出て実がなるの

でしょう。

　今年も野菜作りを楽しみにし

ています。畑の野菜たち、そし

て子どもたち、ぐんぐん大きく

なあれ。

丹原高校生と共に
　　　　　～心も育む　野菜作り～

大きく育て！　ぼくらのカブトガニ
　　　　　　　　　～楠河小学校～

　３月27日、小松町第１土地改良区の主催で「大谷池

築造100周年並びに森田恭平翁顕彰碑記念式典」が開

催されました。

　大谷池ができる前は前池、奥池と呼ばれる２つのた

め池がありましたが、貯水量が少なく、下流域はいつ

も水不足や水害に悩まされ

ていました。1898（明治

31）年にも大谷池の築造計

画がありましたが、決壊を

恐れた住民の猛反対により

中止となりました。その後、

耕地整理法制定の後押しや

森田氏らの尽力で、３年もの歳月をかけ、当時の最新

技術を用いて1917（大正６）年３月に、県下最大級

のため池として大谷池が完成しました。完成後も自然

災害の被害を受け、老朽化も進みましたが、さまざ

まな改修事業が実施され、現在でも県下第３位の大

きさを誇り、小松町南川・新屋敷の一部と氷見の農

用地、約112ヘクタールをかんがいしています。

　記念碑のある堤周辺

は公園として整備され、

住民の憩いの場所とな

っています。現地を訪

れ、先人の偉業と100

年の歴史を感じてみま

せんか。

大谷池築造100周年

▲カブトガニの放流

▲高校生と一緒に畑を耕す

▲築造100周年を迎えた大谷池

▲テレビ取材時の様子

▲いちごをほおばる

▲新たに設置された石碑
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